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3．ドローンの分類

ドローンを分類すると，大きく２つに分類できま
す。1つは，文字どおり業務に使うための「業務用
ドローン」，もう１つは趣味で使われる「ホビー用
ドローン」です。どちらも，基本的な仕組みは同じ
ですが，主な違いを示すと表1のようになります。

4．在職者訓練コースの企画

宮城県立白石高等技術専門校では，「ドローン入
門コース」を新規に開講させるに当たって，最初に
以下のような①～⑨の項目について検討を行いまし
た。

1．はじめに

宮城県立白石高等技術専門校では，平成13年の
開校以来，IT系，通信系，OA系分野の在職者訓練
コースを，主に土曜日，日曜日の2日間で実施し，
多くの在職者の方々が受講してきました。しかし，
近年，IT系のWord，Excelなどの基礎コースでは
受講率が低下し，新たなコースの設定が求められて
いました。そのような中，多くの業務に活用が期待
される「ドローン入門」コースを実施したところ，
多くの受講者が集まり，好評を得たので，その具体
的実施例について紹介します。

2．ドローンとは

「ドローン」（図1）については，敢えて説明する必
要もないとは思いますが，近年，多くの分野で，業
務利用が広がっている，「小型無人飛行機」の総称
で，無線で人が操縦するものから，自律飛行するも
のまでを含みます。身近で入手して利用できるもの
の多くは，人が無線操縦するものがほとんどです。

図1　ドローン

宮城県立白石高等技術専門校　新妻　幹也

在職者訓練における小型無人飛行操作科の実施例
（ドローン入門コースの設定）

表1　業務用ドローンとホビー用ドローンの違い
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に1台の割合でHolyStone社製 HS-200を5台用意し
ました。実習機として採用したHS-200の仕様は表2
の通りです。

⑥　予備バッテリーを何個用意するか。
ホビー用ドローンは，バッテリー容量も少ない

ので，1回の充電での飛行時間はせいぜい5分から8
分程度です。また，そのバッテリーを再充電するに
は，少なくても1時間以上はかかるため，予備バッ
テリーは必須になります。そのため，1機につき4個
の予備バッテリーを用意し，計5個のバッテリーで
実施することにしました。（5機でトータル25個を用
意）

⑦　在職者訓練のテキストをどうするか。
在職者訓練で使用するテキストについては，現

時点で，2日間のコース（学科と実習）に適した市
販のテキストは見当たりませんでした。この分野の
職業訓練というものがない現状では当然のことかも

①　日程を何日間にするか。
当校の場合，慣例的に土日2日間（12時間）で1
コースを実施してきましたので，内容としても，そ
の日程で十分と考え，2日間にすることにしました。

②　定員を何名にするか。
ドローンの飛行実習を行うことを考え，さらに機
体の台数等も考慮すると多くの人数の実施はできな
いので，10名にすることにしました。しかし，実際
には，予想以上の応募があり，（令和元年度6月実施
では，32名の応募あり）定員を増やし15名の実施と
しました。

③　実習場所をどこにするか。
ドローンの飛行には，ある程度広いスペースが
必要となるため，屋外（校庭）にするか，屋内（体
育館）にするかを検討しました。その中では，当校
の校庭のすぐ隣は，JRの線路があることや，天候
（雨・強風）のことなどを考えると屋外は好ましく
ないと考え，体育館で実施することにしました。

④　実施時期をいつごろにするか。
体育館で実施するため，実施時期はいつでもよさ
そうなのですが，当校の体育館は屋根以外，前面ガ
ラス張りのため，晴天時には温度上昇によって，夏
場では30度以上になることも珍しくなく，夏場を避
けた6月，10月の2回実施することにしました。

⑤　実習に使うドローンの種類をどうするか。また
それを何機用意するか。
前述したように，ドローンには大きく分けて，

「業務用」と「ホビー用」があります。在職者訓練
という性質を考えれば，当然，業務用機での対応が
望ましいとも考えられましたが，業務用機は，価格
が10万円以上もするため，複数台を用意するという
ことは困難でした。そのため，価格の安い，ホビー
用ドローンを設定し，まず，「ドローンとはどのよ
うなものか」ということを知ってもらう基礎講座と
することを優先しました。ホビー用ドローンであれ
ば，複数台の購入も可能なため，とりあえず，2人

表2　ホビー用ドローン（HS-200）の仕様
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実習の方法については，図4のような，ドロー
ン用のヘリポートを作り，図5のような内容でヘリ
ポートを使用した実習を行いました。
また，「法律・保険編」については，そのほとん

どが，実際の「航空法」，「道路交通法」，「民法」，
「電波法」，「条例」などからの引用となっています。
また，ドローン保険については，現在，各保険会社
で販売している保険の種類や概要を載せています。

しれません。そこで，2日間（12時間）のコースを
考慮した独自の教材を作ることにしました。ドロー
ンを理解してもらうためには，ドローンの技術的な
内容から，市販されているドローンのメーカー，特
徴，価格のほか，ドローンを飛行させる上で知って
おかなければならない法律的知識も含まれます。さ
らには，実習をどのように行うのかということも含
まなければなりません。そのため，図2のようなテ
キスト教材を作りました。

テキストは，「技術・実習編」（28ページ）と「法
律・保険編」（33ページ）に分けて作成し，「技術・
実習編」については，ドローン関連の記事以外は，
ほぼ，独自の編集を行いました。図3に「ドローン
入門」テキストの抜粋を示します。

図4　ヘリポートとホビー用ドローン（HS-200）

図3　「ドローン入門」テキスト抜粋 図5　「ドローン入門」テキスト抜粋（実習部分）

図2　「ドローン入門」テキスト
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学科と実習が交互に入っているのは，バッテリー
に限りがあるため，学科の時間にバッテリー充電を
行う必要があるためです。また，これは，実際に運
用してわかったことですが，バッテリー切れでバッ
テリーを交換して連続的に飛行を行うと，本体のマ
イコン（恐らく）が熱暴走によって正常な動作を行
えなくなり，結果ドローンの暴走飛行が起きること
がわかりました。これはホビードローンの宿命的な
ことかもしれません。1個のバッテリーが切れた後，
どれぐらいの時間をおけば問題ないのかは，固体差
もあるので明確には言えませんが，最低でも，5分
から10分はおいた方がよいのではないかというのが
実感でした。

5．受講者の業種及び職種

受講者15名の業種及び職種については，表4のと
おりです。表からもわかるとおり，今回は様々な業
種の方が受講されました。職種については，技術職
の方が大半でありましたが，事務職の方が3名受講
していました。

⑧　在職者訓練担当指導員はどうするのか。
どの在職者訓練でも，実際に在職者訓練をだれが
担当するかについては，職業訓練指導員が担当する
場合と，非常勤講師に依頼する場合とがあります。
当校では，県規定の講師謝金の額で来てもらえる方
を見つけることができなかったため，施設内の職
業訓練指導員3名で対応することにしました。しか
し，いずれも，ドローンについての専門的な講習を
受講したということはないため，独学で対応するこ
とにしました。幸い，電子や電波が専門の職業訓練
指導員がいたため，ドローンの技術的な基礎知識や
電波法の知識などは既に持ち合わせていたため，そ
れほど荷の重いものではありませんでした。また，
実際のドローンの操作についても，在職者訓練を実
施する前に，ヘリポートからの離陸や着陸操作を繰
り返し練習することで徐々に習得していきました。
ドローンの実技も教えなければならない職業訓練指
導員には，「ドローン操作の相当なスキルが要求さ
れる」と思われるかもしれませんが，そんなことは
なく，安全面を考慮した基本操作がある程度できれ
ば，実際の在職者訓練で困ることはありせん。職業
訓練指導員が最初の基本操作を教えた後は，受講生
主体で進めればいいので，それほど問題にはなりま
せん。

⑨　学科と実習の割合をどのぐらいにするか。
学科と実習の進行については，当校では，表3の
ような日程で行いました。

表3　「ドローン入門」日程

表4　受講者の業種及び職種
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6．実習でのグループ編成

次に，宮城県立白石高等技術専門校で行った実習
におけるグループ分けと，体育館のグループの配置
について述べます。
前述したように，応募が多かったため，予定し
ていた2名1グループを3名1グループに変更し，5グ
ループ15名で行いました。
ドローンは，5機必要ですが，トラブルを想定し
て，5＋1機で6機を準備しました。そして，図6のよ
うにA～Eの5グループを配置して，体育館の壁を背
にしてドローン操作を行うようにしました。これ
は，他のグループのドローンが不用意に飛んできて
も背後から衝突するという危険を回避するためで
す。実習中の様子を図7～図10に示します。

図6　体育館におけるグループ配置

図7　実習ポイントの説明

図8　指導員の飛行実演

図9　受講生の飛行実習

図10　空撮実習体験
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このことからも，重量のあるドローン（200gを
超える機体）は，不向きと思われます。

8．ドローン保険

ドローンには，常に「落下」や「人への衝突」な
どの危険がつきまといます。そのことを考えると
万一，他人に損害を与えた場合の補償のことを避け
てとおることはできません。職業訓練中の実習にお
いても例外ではありません。ドローン操作が初めて
の人は，ほぼ例外なく，とんでもない方向にドロー
ンを導きます。また，熱暴走などにより制御不能に
陥ることも珍しくありません。そのような中では，
ドローンが受講者に接触して怪我をすることが起き
るかもしれませんので，そのようなことを想定し，
当校でも2日間限定のドローン障害保険に加入しま
した。金額は，2日間で5000円でした。

9．受講者アンケート結果

令和元年度6月に実施した在職者訓練「ドローン
入門」の受講者アンケート結果は，以下のとおりで
す。（アンケート回答者数：12名）

（1）今回受講された講習に満足していますか？
　　①大変満足：9名
　　②やや満足：3名
　　③ふつう：0名
　　④やや不満：0名
　　⑤不満：0名
（2）感想
　　①参加できてよかった。
②これからドローン購入の際に参考になりました。
③興味深いドローンに触ったり飛ばしたことは
とても良かった。

④具体的内容で，大変参考になりました。あり
がとうございました。

アンケート結果からもわかるとおり，受講者は実
施内容について満足していただきました。

7．実習機の選択

職業訓練で実際に使用するドローン機の選択につ
いては，宮城県立白石高等技術専門校で使用したい
わゆる「ホビー機」以外に，本格的な業務用機を選
択するということも考えられます。また，1kgを超
えるものが主流の業務機以外にも，ホビー機と業務
機の中間に属するようなGPSやハイビジョン解像度
のHDカメラを搭載した700gぐらいの機種もありま
す。このような機種，大きさとしては，ほとんど業
務機に近いものですが，価格は2万円前後と，今回，
当校が実習機として用意した1万2千円のホビー機と
それほど大きな違いのないものもあります。それな
らば，少しがんばって，ホビー機と業務機の中間機
種を5機用意して行うということも無理な話ではあ
りません。しかし，現実的には以下のような懸念が
あります。

①重量がホビー機（HS-200は120g）の6倍程度あ
るので，壁に衝突したときや，落下したときの
衝撃が大きい（機体本体と床や窓等）
②重量が重いことに加え，プロペラが大きいこと
や回転威力も大きいため，万が一実習中に受講
生に接触した場合，ホビー機では起こりえない
ほどの怪我を負う危険性が高い。
③ホビー機よりも，移動速度が速いため，例え
ば，今回当校で実施したように，体育館で5グ
ループ同時実習は不可能である。（危険）
④バッテリー容量が7.4V-2500mAhと大きいため　
充電に約5時間を要する。また，バッテリーの
価格は4500円ほどするため，予備バッテリーを
たくさん用意するにも，コストがかかる。

以上のような点を考えると，中型機では体育館程
度の広さでは，1機を飛ばすのが限界と思われます。
実際に実習を実施すると，高度保持機能がある機種
のため，初心者でもそれほど難しくはないだろうと
思われましたが，至る所で頻繁に墜落や壁衝突があ
りました。
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10．おわりに

今回，これまで，公共職業訓練として行われる
ことが少なかった「ドローン入門」を企画して実施
してみましたが，幸い，定員を大幅に超える応募が
あり，実施することができました。また，受講者か
らも大変好評をいただき，在職者のニーズに応じた
コース設定の重要さを改めて認識することになりま
した。
しかし，ニーズに合った在職者訓練新規コースを
開発することは容易なものではなく，その開発のた
めのプロセスや教材開発などを職業訓練指導員が行
うためには，実践的開発能力が要求されます。その
能力開発のためには，多くの指導員が，それらに関
連する研修を受講し，習得したノウハウを現場で実
践的に具現化することが重要であると考えます。




